
様式第 6号（第 14条関係） 

 

会  議  録 
 

会  議  名 第２回 粕屋町総合計画審議会 

 

開 催 日 時 

平成 26年 11月 28日（木） 

                    午前・午後 １０時 ００分から 

          午前・午後 １２時 ００分まで 

開 催 場 所 粕屋町役場 ３階 31会議室 

出席者

氏名 

委   員 【識見を有する者】   

（会長） 中島 邦彦、（副会長）宗像 優 

【町教育委員会の委員】 

   井上 和弘 

【町農業委員会の委員】 

   八尋 新祐 

【町の区域内の公共的団体の役員又は職員】 

   石川 順二、古家 昌和、伴 世津子、八尋 汕子、

松山 正治、藤  弘幸、長 志摩子 

【公募等による町民】 

   小辻 美香、永里 暢教、中野 敏郎、上野 恵美 

職員・職氏名 【事 務 局】 

 総務部長 八尋 悟郎 

経営政策課長 山本  浩、総合政策係長 野田 悠紀 

総合政策係 木場 洋介、井上  

欠席委員（者）氏名 【町の区域内の公共的団体の役員又は職員】篠原 隆盛 

会議の公開・非公開   ☑ 公開  □ 一部非公開  □ 全部非公開 

会議を公開しない 

理由 

 

傍聴人の数 ０人 

会議資料の名称 ・今後のまちづくりの展望について 

 



 

審議会等の内容 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 （中島会長よりあいさつ） 

 

３．審議会の流れ等について 

（事務局から説明） 

・第１回審議会の質疑応答…第 1 回審議会の折、各資料の説明に対し質疑応答

の時間をとれなかったため、質疑がないか確認⇒特になし 

・本審議会の流れについて…第１回の審議会の内容を踏まえて、10年後の粕屋

町の姿について将来像をどのように描いたらいいかワーク

ショップ形式で意見交換を行う 

（ジャパン総研から説明） 

・第１回審議会のおさらい…若い世代が多い、転入者が多いといった特徴があ

る。粕屋町の誇りやイメージについては、町民は交通

や買い物などの利便性、中学生は元気さ、町外では自

然や公園の他、わからないという回答も多い特徴がで

ている 

・これからのまちづくりの考え方…価値観の多様化により、まちづくりとして

の豊かさや幸せの意味を対話により再構築する必要が

ある 

・まちづくり事例の紹介…豊かさや幸福度など、独自の指標化を行う自治体が

増加している 

・第２回審議会の内容…粕屋町の 10年後の姿について意見交換 

 

・質疑応答 

 
副会長 前回アンケートの結果など、基礎的なデータが出てきて、今回ワークショップを

開催するにあたり、前回のアンケート結果について統計学的な分析結果があまり見

受けられなかった。今後何か分析した資料をお示しいただけるのでしょうか。 

ジャパン総研 基礎調査報告という形で、色々な分野の項目を今後まとめてお示しします。

特に基本計画を作っていく段階でそれぞれの分野のデータも必要となってくると思

いますので、今後ご提示します。 

今日は、粕屋町のイメージについてとなります。皆様、それぞれ粕屋町でご活躍

されている方が多いと思いますので、見えているところからお互いの意見をすり合

わせて将来を語り合っていただける時間にできたらと考えております。 

副会長 わかりました。住民アンケート調査の５~６ページに、粕屋町の場合は町外から来

た人が８割とありますが、その下で粕屋町の誇りイメージでは、こういった方がこ

ういうイメージを持っていますということがあります。 

町外から来た人が粕屋町にどういったイメージを持っているか、あるいは昔から

住んでいた人が粕屋町にどういったイメージを持っているか、そういった違いがあ

れば、より議論も深まったと思います。 

ジャパン総研 今いただいたご意見も踏まえて考えさせていただきたいと思います。あり

がとうございます。 

 



 

審議会等の内容 

４．今後のまちづくりの展望（10年後の粕屋町）について 

・４グループに分かれて、ワークショップ形式で意見交換 

  ・審議内容のまとめ…10年後の○○なまち 

    グループＡ 心の鍵を閉めないまち 

          となりの人の顔がわかるまち 

    グループＢ 元気なまち 

          役立ちプレミアム世代 

    グループＣ 住み良さを発信できるまち 

          健康づくりに力を入れる 

    グループＤ 世代を超えたつながりのあるまち 

・審議内容のふりかえり 

・各テーブルでの共通意見…「つながり」「人を活用する」「元気」「健康づくり」 

「PR」「仕組みとして成り立つ」 

 

５．閉会 

 


